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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年2月12日(2010.2.12)

【公表番号】特表2009-522228(P2009-522228A)
【公表日】平成21年6月11日(2009.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2009-023
【出願番号】特願2008-547942(P2008-547942)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ  15/00    ＣＳＰＥ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月16日(2009.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

〔式中、
　ｎ１は、１～３の整数であり、
　ｍ１及びｍ２は、０、１又は２の整数であり、
　Ｍ１は、４０を超える原子量の金属であり、
　Ｌ１は、単座配位子又は二座配位子であり、
　Ｌ２は、単座配位子であり、
　Ｑ２は、トリアゾール環の結合炭素原子と一緒になって、場合により置換されていても
よい、縮環した、炭素環式又は複素環式非芳香族環を完成する、有機架橋基を意味し、
　Ｑ３は、場合により置換されていることができる縮合芳香族又は芳香族複素環を形成す
る基を表す〕
で示される化合物。
【請求項２】
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　下記式：
【化２９】

〔式中、
　Ｇ１及びＧ２は、独立して、水素、ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ

１２ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルキルチオ、Ｃ５～Ｃ１２

シクロアルキル、Ｃ５～Ｃ１２シクロアルコキシ、Ｃ５～Ｃ１２シクロアルキルチオ、Ｃ

６～Ｃ１２アリール、Ｃ２～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１５アリールアルキル、Ｃ

６～Ｃ１２アリールオキシ、Ｃ６～Ｃ１２アリールアミノであるか；あるいは
　近接原子と結合しているＧ１及びＧ２は、一緒になって、下記式：
【化３０】

の基であり、
　ここで、Ａ４１、Ａ４２、Ａ４３、Ａ４４、Ａ４５、Ａ４６及びＡ４７は、互いに独立
して、Ｈ、ハロゲン、ＣＮ、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、Ｃ１～
Ｃ１２アルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルキルチオ、Ｃ６～Ｃ１２アリール；特に下記：

【化３１】

であるか；あるいは
　同じ炭素原子に結合しているＧ１及びＧ２は、一緒になって、＝Ｏ又は＝ＮＲ２５又は
＝Ｎ－ＯＲ２５又は＝Ｎ－ＯＨであり；ここで、Ｒ２５は、Ｃ１～Ｃ１２アルキル又はシ
クロヘキシルであり；
　Ｇ３、Ｇ４、Ｇ５及びＧ６は、独立して、水素、Ｃ４～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ８ペ
ルフルオロアルキル、フルオロから選択され；Ｇ３、Ｇ４、Ｇ５及びＧ６のうちの少なく
とも１つは、水素と異なっている〕
で示される化合物。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の化合物を含む発光層を含む、有機電子デバイス。
【請求項４】
　ポリビニル－カルバゾール、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェ
ニル）－〔１，１’－ビフェニル〕－４，４’－ジアミン（ＴＰＤ）、１，１－ビス〔（
ジ－４－トリルアミノ）フェニル〕シクロヘキサン（ＴＡＰＣ）、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－
メチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ビス（４－エチルフェニル）－〔１，１’－（３，３’－
ジメチル）ビフェニル〕４，４’－ジアミン（ＥＴＰＤ）、テトラキス－（３－メチルフ



(3) JP 2009-522228 A5 2010.2.12

ェニル）－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－２，５－フェニレンジアミン（ＰＤＡ）、ａ－フェニル
－４－Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノスチレン（ＴＰＳ）、ｐ－（ジエチルアミノ）ベンズア
ルデヒドジフェニルヒドラゾン（ＤＥＨ）、トリフェニルアミン（ＴＰＡ）、ビス〔４－
（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）－２－メチルフェニル〕（４－メチルフェニル）メタン（Ｍ
ＰＭＰ）、１－フェニル－３－〔ｐ－（ジエチルアミノ）スチリル〕－５－〔ｐ－（ジエ
チルアミノ）フェニル〕ピラゾリン（ＰＰＲ又はＤＥＡＳＰ）、１，２－トランス－ビス
（９Ｈ－カルバゾール－９－イル）シクロブタン（ＤＣＺＢ）、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テ
トラキス（４－メチルフェニル）－（１，１’－ビフェニル）－４，４’－ジアミン（Ｔ
ＴＢ）、ポルフィリン化合物、及びこれらの組み合わせから選択される正孔輸送層を更に
含む、請求項３記載のデバイス。
【請求項５】
　電子デバイス、特に有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）における、酸素感受性インジケー
タとしての、バイオアッセイにおけるリン光性インジケータとしての又は触媒としての、
請求項１又は２記載の化合物の使用。
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